
○
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
町
田
真
英
副
会
長

の
開
会
あ
い
さ
つ
か
ら
（
要
旨
）

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
副
会
長
の
町
田
で

ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
は
お
忙
し
い
中
を
大

勢
お
集
ま
り
い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
北
海
道
日
ロ
協
会
と
の
共
催

で
「
今
日
の
ロ
シ
ア
連
邦
の
現
状
と
そ
の

課
題－

ロ
シ
ア
極
東
と
北
海
道
と
の
経
済

交
流
の
観
点
か
ら－

」
と
し
題
し
て
在
札

幌
ロ
シ
ア
連
邦
総
領
館
の
Ｖ
・
Ｉ
・
サ
ー

プ
リ
ン
総
領
事
に
講
演
を
し
て
い
だ
き
ま

す
。言

う
ま
で
も
な
く
北
海
道
か
ら
一
番
近

い
外
国
は
ロ
シ
ア
、
サ
ハ
リ
ン
州
で
す
。

平
成
１０
年
、
北
海
道
は
サ
ハ
リ
ン
州
政
府

と
の
間
で
友
好
経
済
協
力
に
関
す
る
提
携

を
締
結
し
、
経
済
の
分
野
を
は
じ
め
各
種

交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
秋
に

も
、
北
海
道
の
高
橋
知
事
や
経
済
界
の
代

表
が
ロ
シ
ア
極
東
の
沿
海
州
ハ
バ
ロ
フ
ス

ク
地
方
や
サ
ハ
リ
ン
州
を
訪
問
、
今
後
の

経
済
交
流
の
拡
大
に
向
け
て
協
議
し
て
き

ま
し
た
。

ま
た
、
全
道
で
１２
の
市
町
村
が
極
東
や

サ
ハ
リ
ン
州
の
市
町
と
姉
妹
提
携
し
て
青

少
年
交
流
、文
化
、経
済
交
流
が
重
ね
ら
れ

て
い
ま
す
。２
月
１８
日
に
は
、サ
ハ
リ
ン
２

の
液
化
天
然
ガ
ス
の
工
場
が
完
成
し
、日

本
の
麻
生
総
理
が
式
典
に
出
席
し
、ロ
シ

ア
の
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
と
会
談
を

し
て
き
ま
し
た
。
完
成
後
は
、
年
間
９
６

０
万
ト
ン
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
が
生
産
さ
れ
、
そ
の

６
割
が
日
本
に
輸
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
日
本
と
ロ
シ
ア
と
の
経
済
関
係
の
大
き

な
前
進
で
あ
り
、
北
海
道
と
の
各
種
交
流

が
一
層
活
発
化
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。そ
う
し
た
こ
と
か
ら
今
回
、総
領

事
の
講
演
を
お
願
い
し
た
次
第
で
す
。

サ
ー
プ
リ
ン
総
領
事
は
、
２
０
０
４
年

ま
で
、
在
札
幌
ロ
シ
ア
連
邦
総
領
事
を
務

め
ら
れ
昨
年
１０
月
に
再
度
北
海
道
に
着
任

さ
れ
ま
し
た
。
北
海
道
と
極
東
と
の
経
緯

に
つ
い
て
事
情
に
精
通
さ
れ
た
方
に
お
い

で
い
た
だ
い
て
嬉
し
く
心
強
く
思
い
ま

す
。
一
衣
帯
水
の
隣
国
同
士
、
ロ
シ
ア
極

東
と
北
海
道
と
は
ま
さ
に
隣
り
同
士
の
地

域
で
一
層
の
相
互
理
解
の
上
に
た
っ
て
、

経
済
、
貿
易
、
文
化
な
ど
様
々
な
交
流
の

拡
大
が
期
待
さ
れ
総
領
事
の
お
力
添
え
を

お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

○
サ
ー
プ
リ
ン
総
領
事
の
講
演

み
な
さ
ん
、
た
く
さ
ん
お
集
ま
り
い
た

だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日

は
、
幅
広
い
テ
ー
マ
で
す
け
れ
ど
も
、

「
ロ
シ
ア
の
事
情
と
こ
れ
か
ら
の
課
題
」

に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
ロ
シ
ア
の
事
情
と
課
題
」
と
申
し
ま

す
と
、
プ
ー
チ
ン
前
大
統
領
が
就
任
し
た

２
０
０
０
年
か
ら
、
現
在
の
メ
ド
ベ
ー
ジ

ェ
フ
大
統
領
が
就
任
し
２
０
０
８
年
春
ま

で
の
８
年
間
と
そ
の
前
の
様
子
か
ら
、
メ

ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
が
前
大
統
領
か
ら

何
を
受
け
継
い
だ
か
、
思
い
出
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

２
０
０
０
年
、
混
迷
と
貧
困
の
中
で
就

任
し
た
プ
ー
チ
ン
前
大
統
領

第
６
回
北
方
圏
講
座
●
日
時‥

平
成
２１
年
２
月
２４
日
�
午
後
３
時
１５
分
か
ら

場
所‥

か
で
る
２
・
７
「
７
１
０
会
議
室
」

今
日
の
ロ
シ
ア
連
邦
の
現
状
、そ
の
課
題

ロ
シ
ア
極
東
と
北
海
道
と
の
経
済
交
流
の
観
点
か
ら

在
札
幌
ロ
シ
ア
連
邦
総
領
事
館
総
領
事‥

Ｖ
・
Ｉ
・
サ
ー
プ
リ
ン
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２
０
０
０
年
の
初
め
に
ロ
シ
ア
が
ど
の

よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
た
か
と
い
う

と
、
ア
ジ
ア
の
国
々
と
同
様
に
、
そ
の
前

の
１
９
９
８－

９９
年
の
経
済
危
機
で
大
き

な
打
撃
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

コ
ー
カ
サ
ス
地
方
の
ダ
ゲ
ス
タ
ン
共
和
国

や
チ
ェ
チ
ェ
ン
共
和
国
で
大
規
模
な
テ
ロ

戦
争
が
起
き
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
な

か
っ
た
こ
と
で
し
た
。
連
邦
下
の
多
く
の

共
和
国
や
民
族
の
間
で
連
邦
憲
法
と
相
い

れ
な
い
法
律
が
た
く
さ
ん
採
択
さ
れ
て
、

国
境
、
領
土
紛
争
が
２
０
０
０
カ
所
に
及

ん
で
い
ま
し
た
。

国
家
構
造
、
国
家
機
構
が
衰
弱
し
て
、

国
民
の
３
分
の
１
は
最
低
水
準
以
下
の
生

活
を
し
て
い
ま
し
た
。
出
生
率
は
低
下

し
、
逆
に
死
亡
率
が
上
昇
し
て
い
ま
し

た
。
プ
ー
チ
ン
政
権
は
こ
う
し
た
こ
と
へ

の
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し

た
。

プ
ー
チ
ン
政
権
の
対
策

分
離
主
義
に
歯
止
め
を
か
け
連
邦
と
地

方
の
権
限
を
明
確
に
し
、
法
律
を
整
備

し
、
対
テ
ロ
に
反
撃
し
て
正
常
化
を
図
り

ま
し
た
。
国
際
舞
台
へ
も
積
極
的
に
進
出

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
８
年
間
で
貿
易
高
は
５
倍
に
、
２

０
０
８
年
に
は
３
０
０
０
万
人
が
海
外
へ

出
か
け
ま
し
た
。
世
界
に
開
か
れ
た
国
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
２
０
０
７
年
に
は

Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
８
・
２
％
と
伸
び
ま
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
、
住

宅
な
ど
の
工
作
機
械
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
進
み
、
海
外
債
務
も
３
％
ま
で
に

減
少
し
、
外
貨
準
備
高
も
回
復
し
ま
し

た
。
２
０
０
６
、
２
０
０
７
年
は
ロ
シ
ア

で
は
消
費
ブ
ー
ム
が
起
き
ま
し
て
、
実
質

所
得
は
２
・
５
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。
２

０
０
７
年
に
は
記
録
的
に
出
産
率
が
上
昇

し
、
過
去
１５
年
間
で
最
大
の
出
生
者
数
が

記
録
さ
れ
て
将
来
へ
の
長
期
的
な
展
望
、

計
画
が
見
込
め
る
安
定
し
た
状
況
に
な
り

ま
し
た
。

そ
の
上
で
２
０
２
０
年
ま
で
の
長
期
戦

略
計
画
を
た
て
ま
し
た
。
何
故
長
期
政
策

が
必
要
か
と
い
い
ま
す
と
、
い
ろ
い
ろ
成

功
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
天
然
資
源
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
依
存
型
の
経
済
か
ら
脱

却
で
き
な
い
部
分
的
な
経
済
刷
新
で
し
か

な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
出

国
か
ら
の
脱
却
の
選
択
の
道
は
唯
一
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
国
家
経
済
全
般
の
刷

新
へ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
す
が
、
大
き

く
２
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、

人
的
資
源
針
で
す
。
教
育
、
健
康
、
社
会

保
険
、
住
宅
建
設
、
人
口
の
安
定
化
、
平

均
寿
命
の
上
昇
、
例
え
ば
、
２
０
１
０
年

ま
で
に
平
均
寿
命
を
７５
歳
に
す
る
な
ど
で

す
。
二
つ
目
は
、
経
済
分
野
の
最
大
の
問

題
、
効
率
を
上
げ
る
こ
と
で
、
こ
の
１２
年

間
で
主
な
分
野
で
生
産
性
を
４
倍
に
あ
げ

る
こ
と
が
課
題
で
す
。
関
連
し
て
機
械
設

備
の
大
規
模
な
刷
新
で
、
航
空
、
宇
宙
開

発
、
造
船
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
、
Ｉ
Ｔ
部

門
、
医
学
な
ど
の
知
的
部
門
に
大
き
な
ウ

ェ
ー
ト
を
置
い
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
基

本
的
な
４
つ
の
連
邦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
住

宅
、
保
健
、
教
育
、
農
業
分
野
の
発
展
と

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
２
０
２
０
年
迄
に
行
う

目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。
そ
れ
を
メ
ド
ベ
ー

ジ
ェ
フ
次
期
大
統
領
へ
の
宿
題
と
し
て
引

き
継
ぎ
ま
し
た
。

メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
政
権
の
ス
タ
ー
ト

メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
は
プ
ー
チ
ン

さ
ん
の
考
え
を
支
持
し
て
い
ま
す
。
メ
ド

ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
が
名
目
だ
け
の
大
統

領
だ
と
い
う
見
方
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
違
う
と
思
い
ま
す
。
日
々
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
ま
す
し
、
意
志
、

決
断
力
、
将
来
の
発
展
へ
の
は
っ
き
り
し

た
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
た
指
導
者
で
あ
る
と

私
は
見
て
い
ま
す
。
昨
年
１１
月
に
連
邦
議

会
へ
の
年
次
教
書
の
中
で
次
の
よ
う
な
こ

と
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

そ
の
膨
大
な
教
書
を
見
る
と
、
彼
は
民

主
主
義
論
者
、
個
性
の
自
由
の
積
極
的
な

支
持
者
で
す
。
た
と
え
ば
、
政
治
制
度
刷

新
の
１０
項
目
の
改
編
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

政
治
制
度
の
民
主
化
、
政
党
活
動
の
拡
大

化
、
連
邦
や
共
和
国
議
会
の
政
府
に
対
す

る
権
限
の
強
化
・
拡
大
、
マ
ス
コ
ミ
の
自

由
化
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
官
僚
の
意
を
反

映
す
る
マ
ス
コ
ミ
に
対
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
使
っ
て
発
信

し
て
い
く
こ
と
な
ど
で
す
。

様
々
な
政
策
を
進
め
て
い
る
さ
な
か
の

昨
秋
金
融
危
機
が
起
き
て
ロ
シ
ア
に
も
打

撃
を
与
え
ま
し
た
。
第
一
段
階
（
９－

１０

月
）
は
金
融
・
経
済
危
機
金
融
市
場
の
崩

壊
、
経
済
活
動
の
乱
れ
、
第
二
段
階
（
１１

－

１２
月
）
経
済
の
縮
小
、
外
貨
備
蓄
が
３
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割
減
、
産
業
・
生
産
現
場
の
１０
・
３
％

の
後
退
、そ
し
て
第
三
段
階（
今
年
１
月
）

に
な
っ
て
消
費
者
物
価
の
２
、
３
割
の
上

昇
と
続
い
て
い
ま
す
。
通
貨
ル
ー
ブ
ル
も

２５
％
安
く
な
り
、
イ
ン
フ
レ
が
拡
大
し
て

い
ま
す
。
今
回
の
危
機
は
ロ
シ
ア
の
現
状

を
あ
ら
わ
に
し
ま
し
た
。
天
然
資
源
の
輸

出
依
存
、
金
融
市
場
の
弱
さ
、
競
争
環
境

が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
が
理
由
で
す
。

世
界
の
ど
こ
の
国
も
同
じ
で
す
が
、
こ

の
未
曾
有
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
に
は
、

ど
う
す
る
か
、
資
本
主
義
経
済
を
継
続
し

て
乗
り
越
え
る
か
、
あ
る
い
は
構
造
改
革

を
す
る
か
と
い
ろ
い
ろ
な
声
が
あ
り
ま

す
。
モ
ス
ク
ワ
市
の
ル
ス
コ
フ
市
長
な
ど

は
、
政
府
に
批
判
的
な
意
見
を
述
べ
て
い

ま
す
。

こ
の
１０
年
間
、
ロ
シ
ア
は
高
度
成
長
で

黒
字
で
し
た
が
、
今
年
は
１０
年
ぶ
り
に
赤

字
予
算
に
な
り
ま
し
た
。
歳
入
の
５
％

の
赤
字
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
石
油
・

ガ
ス
の
高
騰
で
潤
っ
て
い
た
時
に
何
も
手

を
打
た
ず
に
い
た
こ
と
が
原
因
で
す
。
今

は
、
改
革
へ
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま

す
。
チ
ャ
ン
ス
を
利
用
し
て
改
革
を
進
め

よ
う
と
政
府
も
も
っ
と
早
く
、
も
っ
と
早

く
と
国
民
を
励
ま
し
て
「
は
ず
み
」
を
つ

け
よ
う
と
し
て
い
る
。
改
革
し
な
い
と
将

来
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
危
機
後
を
目
指
し
て
対
策
を

具
体
的
な
危
機
対
策
と
し
て
は
、
内
需

の
拡
大
、
国
民
の
社
会
的
保
護
（
給
料
、

年
金
の
維
持
、
職
の
創
出
）、
生
産
部
門

に
お
け
る
減
税
、
国
家
財
政
の
節
減
な
ど

で
す
。
危
機
後
の
土
台
作
り
と
し
て
は
、

効
率
的
な
経
営
、
競
争
環
境
の
拡
充
、
安

定
し
た
金
融
制
度
の
確
立
、
、
交
通
イ
ン

フ
ラ
の
実
行
、
食
料
品
の
輸
出
、
昨
年
は

農
産
物
１
億
ト
ン
の
収
穫
中
７
５
０
０
ト

ン
を
消
費
し
残
り
は
輸
出
し
ま
す
。（
輸
出

し
な
い
と
国
内
で
値
下
が
り
す
る
）
ま

た
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
産
業
の
優
先
的
な

発
展
（
宇
宙
開
発
、
交
通
、
原
子
力
エ
ネ

ル
ギ
ー
産
業
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
、
ナ

ノ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
開
発
）
そ
し
て
、
知

的
部
門
で
は
（
教
育
、
科
学
）
な
ど
ユ
ニ

ー
ク
な
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
で
は
、

次
に
極
東
に
移
り
ま
す
。

極
東
に
お
け
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

こ
の
危
機
で
具
体
的
に
は
ど
う
な
る
か

い
ろ
い
ろ
な
問
題
は
あ
り
ま
す
が
、
長
期

的
に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

ふ
た
つ
の
文
書
に
注
目
し
た
い
と
思
い

ま
す
。「
極
東
、
ザ
・
バ
イ
カ
ル
経
済
社
会

発
展
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い
う
の
が
あ
っ

て
、
ク
リ
ル
地
区
の
発
展
計
画
を
含
ん
で

い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
主
な
目
的
は
交

通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
経
済
の
幹
線
部
門

の
発
展
の
た
め
の
良
好
な
投
資
環
境
を
つ

く
る
こ
と
、
流
動
的
な
人
口
の
定
着
や
、

経
済
発
展
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
上
の
障
が

い
の
解
決
で
、
例
え
ば
、
燃
料
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
資
源
開
発
、
自
動
車
道
路
建
設
、
航

空
路
線
の
拡
大
、
空
港
・
港
の
整
備
、
鉄

道
の
整
備
の
排
除
な
ど
で
す
。
次
に
は
、

住
宅
建
設
、
都
会
の
上
下
水
道
、
暖
房
施

設
の
拡
充
を
は
か
る
こ
と
な
ど
で
す
。
社

会
部
門
と
し
て
は
、
保
健
、
文
化
、
ス
ポ

ー
ツ
の
関
連
施
設
の
建
設
・
拡
大
、
ま
た

洪
水
対
策
、
自
然
保
護
な
ど
の
自
然
対
策

も
あ
り
ま
す
。

極
東
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
な
か
に
は
、
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ク
開
発
計
画
が
あ
り
ま
す
。
２

０
１
２
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
た
も
の
で
す
。
具
体
的

な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
検
討
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ク
リ
ル

列
島
の
開
発
に
関
す
る
課
題
も
あ
り
ま

す
。
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
で
す
が
、
パ

ラ
ム
シ
リ
島
に
は
診
療
所
、
択
捉
島
に
は

学
校
、
国
後
島
に
は
通
信
網
整
備
、
滑
走

路
の
延
長
、
地
熱
発
電
所
の
第
３
期
工

事
、
自
動
車
道
路
の
建
設
、
大
き
い
船
が

接
岸
で
き
る
港
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
確

保
や
、
３
島
に
お
け
る
水
産
養
殖
工
場
の

再
建
等
々
で
す
。
国
の
予
算
に
組
み
込
ま

れ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
金
融
危
機
で
も

実
行
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

日
ロ
の
往
来
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の

変
化
と
思
い
ま
す
が
、
最
近
は
進
ん
で
い

ま
す
。
協
力
関
係
を
も
た
な
い
と
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。
政
治
対
話
も
す
す
ん
で

い
ま
す
。
外
務
大
臣
の
行
き
来
、
国
際
会

議
で
の
会
談
、
非
常
時
事
態
省
と
日
本
側

の
機
関
と
の
交
流
、
軍
と
自
衛
隊
と
の
交

流
、
保
安
機
関
の
協
力
（
密
漁
の
問
題
、

移
民
の
問
題
）
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
経

済
面
で
は
、
２
０
０
８
年
の
貿
易
高
は
３

０
０
億
ド
ル
く
ら
い
で
２
０
０
７
年
と
比

べ
る
と
３０
％
も
増
加
し
ま
し
た
。
政
府
間

経
済
貿
易
委
員
会
の
極
東
シ
ベ
リ
ア
開
発

の
小
委
員
会
が
９
月
に
開
か
れ
ま
す
。
開

発
に
は
日
本
も
参
加
す
る
用
意
が
あ
る
と

言
っ
て
い
て
、
ロ
シ
ア
も
望
ま
し
い
案
件

を
選
ん
で
い
ま
す
。
部
門
と
し
て
は
、
交

通
機
関
、
環
境
保
護
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

で
す
。
民
間
レ
ベ
ル
で
も
世
界
一
長
い
吊

り
橋
の
計
画
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
事
業
で
は
、
地
元
の
機
関
と
共

同
で
投
資
会
社
を
設
立
し
て
入
札
を
行
う

と
い
う
形
で
す
。
沿
海
地
方
に
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
開
発
計
画
が
あ
り
ま
す
。
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
空
港
の
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
建
設
準
備

も
進
ん
で
い
ま
す
。

政
府
間
レ
ベ
ル
で
は
、
原
子
力
の
平
和

利
用
の
協
定
が
あ
り
ま
す
。
ま
も
な
く
調

印
す
る
の
は
両
地
域
に
関
わ
る
生
態
系
の

HOPPOKEN ２００９SPRING VOL．１４７６６



保
護
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
、
日
本
海
、
太
平

洋
を
す
べ
て
カ
バ
ー
す
る
協
定
で
す
。
日

本
・
ロ
シ
ア
生
態
系
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ビ
ザ

協
定
、
青
年
交
流
計
画
な
ど
広
い
範
囲
で

調
印
に
向
け
て
作
業
が
進
ん
で
い
ま
す
。

た
だ
、
依
然
と
し
て
平
和
条
約
は
ま
だ

進
展
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
現
在
は
こ
の
件

に
は
関
与
し
て
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
か
ら
私
の
個
人
的
な
見
解
で
す
が
申

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
サ
ハ
リ
ン
で

の
首
脳
会
談
の
結
果
、
反
応
を
み
ま
す

と
、
い
ず
れ
も
自
分
の
基
本
的
な
立
場
か

ら
一
歩
も
譲
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
ロ

シ
ア
側
も
マ
ス
コ
ミ
は
報
道
し
て
い
ま
せ

ん
。
基
本
的
に
相
い
れ
な
い
原
則
を
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
と
い
い
ま
す
と
、
日
本

国
内
で
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
運
動
を

盛
り
上
げ
る
こ
と
は
、
あ
る
種
、
ロ
シ
ア

に
対
す
る
圧
力
と
な
っ
て
効
果
が
な
い
と

思
い
ま
す
。
国
内
的
に
は
団
結
に
は
な
り

ま
す
が
、
相
手
に
対
し
て
は
逆
効
果
だ
と

思
い
ま
す
。
問
題
解
決
の
進
展
に
は
お
互

い
に
、
２
０
０
５
年
こ
ろ
で
す
が
、
大
統

領
が
テ
レ
ビ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
答
え
て
い

た
の
は
「
刀
を
振
る
っ
て
や
り
合
う
と
し

て
も
何
も
進
展
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
問
題
は
感
情
的
な
側
面
が
強
い

で
す
が
、
感
情
を
あ
お
り
立
て
る
と
相
手

も
感
情
的
に
な
る
。
い
つ
も
言
い
ま
す
よ

う
に
、
冷
静
に
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い

問
題
で
す
。
マ
ス
コ
ミ
報
道
な
ど
で
見
か

け
る
「
お
土
産
」
的
な
発
想
は
こ
う
い
う

問
題
に
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
お
互
い
の

世
論
な
ど
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
が
な
け

れ
ば
い
け
な
い
で
す
。

島
で
ロ
シ
ア
人
も
６０
年
間
暮
ら
し
て
き

ま
し
た
。
世
代
が
変
わ
っ
て
も
６０
年
間
こ

の
状
態
が
解
決
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
私
の

持
論
で
す
が
、
今
の
島
を
返
せ
と
い
う
よ

り
は
日
本
が
島
へ
帰
る
、
と
い
う
考
え
方

を
す
れ
ば
両
国
に
望
ま
し
い
解
決
の
方

法
、
余
地
、
協
力
の
範
囲
が
生
ま
れ
て
く

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
お
互
い

の
要
求
を
突
き
つ
け
る
だ
け
で
は
絶
対
に

前
に
進
み
ま
せ
ん
。
双
方
応
答
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
両
国
民
が

お
互
い
に
利
益
に
な
る
こ
と
を
探
す
。
経

済
協
力
、
環
境
保
護
、
漁
業
や
養
殖
、
元

住
民
の
行
き
来
も
今
の
完
全
な
ビ
ザ
な
ど

様
々
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
簡
単
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
実
に
は
、
日
本
が
狙

っ
て
い
る
と
か
、
日
本
が
支
配
す
る
と

か
、
ロ
シ
ア
は
だ
ま
し
て
い
る
と
か
、
疑

い
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
隣
国
同
士
と
し

て
過
去
の
思
い
に
と
ら
わ
れ
ず
、
ど
う
す

れ
ば
将
来
に
向
け
て
一
番
近
い
隣
国
と
力

を
あ
わ
せ
て
い
か
る
か
考
え
る
の
で
す
。

世
代
が
か
わ
っ
て
も
何
が
起
き
る
か
先
の

こ
と
は
誰
も
予
測
が
で
き
ま
せ
ん
。
次
の

世
代
を
待
た
ず
と
も
新
時
代
に
向
か
う
こ

と
は
で
き
な
い
の
か
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
私
は
大
学
卒
業
後
ず
っ
と
日
本
と
関

わ
っ
て
過
ご
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
そ
う

い
う
時
代
が
早
く
来
る
こ
と
を
ね
が
っ
て

お
り
ま
す
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

講
演
後
、
若
干
の
質
問
時
間
が
設
け
ら

れ
て
、
数
名
か
ら
現
在
の
輸
入
中
古
車
へ

の
関
税
の
高
率
が
暫
定
的
な
処
置
な
の

か
、
市
民
の
ロ
シ
ア
訪
問
団
へ
の
招
待
状

や
ビ
ザ
の
発
給
を
で
き
る
だ
け
早
く
し
て

欲
し
い
、
北
方
４
島
で
の
現
在
の
ロ
シ
ア

住
民
と
日
本
国
民
と
の
共
同
生
活
の
可
能

性
は
あ
る
か
、
サ
ハ
リ
ン
の
石
油
・
天
然

ガ
ス
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
輸
送
の
可
能
性
は

な
ど
質
問
が
あ
り
、
総
領
事
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
理
由
を
あ
げ
丁
寧
に
答
え
て
い
た
。
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